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イオン㈱６月度連結営業概況

１．連結営業収益の前期比伸び率

　　６月度の連結営業収益は、６，５４８億円、前期比１１９．６％となりました。
   　※月次の数値は、連結財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上の数値です。

２．概況

３．主な連結各社の月次売上高（取扱高）前期比伸び率一覧
（単位：％）

2016年2月期

売上高 全店 既存店 全店 既存店

イオンリテール㈱　　 98.6 98.4 98.0 97.5
イオン北海道㈱ 101.8 99.4 99.8 97.6
イオン九州㈱　　 98.8 98.1 97.8 97.1
マックスバリュ北海道㈱ 104.4 104.4 104.3 104.3
マックスバリュ東北㈱　　 103.8 103.1 101.8 100.9
マックスバリュ東海㈱　 104.5 100.7 103.1 99.6
マックスバリュ中部㈱ 105.5 101.5 106.5 100.5

101.7 100.2 102.3 100.4
マックスバリュ九州㈱　　 104.7 99.0 105.6 100.0
ユナイテッド・スーパーマーケット・ホールディングス㈱ 105.3 102.4 106.6 103.8
ミニストップ㈱ 　　　　　（注１） 98.3 99.1 98.9 100.1
㈱ＣＦＳコーポレーション 107.5 106.9 103.5 103.5
ウエルシアホールディングス㈱ 123.9 106.9 122.1 104.7
㈱コックス　　 98.4 99.1 98.5 99.2
㈱ジーフット　　 93.9 88.3 97.9 93.6
㈱イオンファンタジー　　 115.5 87.7 100.7 93.8

取扱高 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間

105.2          102.0          6/1～6/30 110.5          99.3            4/1～6/30

注１：ミニストップ㈱は、2013年11月度より既存店売上高前期比の計算方法を、ＰＯＳＡカードの売上を含んだ計算に変更しております。

＜ご参考＞
開閉店の状況

当期累計（3/1～6/30）
開店 閉店 開店 閉店 6月末店舗数

ＧＭＳ （総合スーパー） 0 0 4 3 615
Ｓ　Ｍ （スーパーマーケット） 4(0) 3(0) 27(5) 11(2) 2046(227)

※グランドオープン日を開店日としています。

※期末店舗数には、開閉店のほか、業態変更等の数を反映しています。
※(  )内は、持分法適用関連会社の実績です。

イオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の状況
当月末の累計発行枚数： 約５，０８０万枚　月間利用金額： 約１，６６０億円

利用可能箇所： 約２１９,０００箇所

地域貢献「ＷＡＯＮ」（寄付つき）：合計１００種類（のべ４０道府県、４３市町、２０団体)

※地域貢献「ＷＡＯＮ」の詳細については下記URLをご参照ください。

http://www.waon.net/special/region/index.html

2015年7月24日

　　　　　　イオン株式会社
　　　　　　取締役兼代表執行役社長

　　（コード番号８２６７        東証第一部）
　　　　　　問合せ先 執行役経営企画担当

（電話番号　043-212-6042）

6月度（6/1～6/30）

６月度は、ＳＭ・ＤＳ事業やドラッグ･ファーマシー事業の売上高が好調に推移し、連結営業収益を牽引しました。

ＧＭＳ事業では、地域・現場起点の経営を進めるイオンリテール株式会社が、地域のお客さまのニーズやライフスタイルに合わせた品
揃えを強化し、食品部門の既存店売上高は前年実績を上回りました。また、前月度までに「イオンスタイル」へ転換した既存店舗の売
上高が好調に推移しました。このほか、イオン琉球株式会社は、昨年よりも早い梅雨明けに加え、インバウンド需要により医薬品や日
用品を中心に好調に推移しました。

ＳＭ事業では、強みとする食品への経営資源集中を進める株式会社ダイエーが、「ダイエー赤羽店」を全面改装し、都市型戦略業態
「フードスタイルストア」の第１号店を６月２０日にオープンしました。オープンから２週間の売上は前年同期間比約１４０％と好調に推移
しています。また、Ｕ.Ｓ.Ｍ.Ｈは、四半期に一度の共同販促を実施するとともに、生鮮を中心に共同仕入れ商品の販売を強化し、好調に
推移しました。このほか、ＳＭ事業各社は、商圏特性に合わせた既存店活性化を継続して進めるとともに地域産品の仕入れ、販売を強
化しました。

ドラッグ・ファーマシー事業では、引き続き調剤や食品の売上を伸ばしたほか、インバウンド需要によりベビーおむつが伸長する等、好
調に推移しました。

総合金融事業では、イオングループ店舗においてポイント５倍セール等の販促企画を実施し、カードショッピング取扱高が伸長したほ
か、イオン銀行が口座数、預金残高を大きく伸ばし、引き続き堅調に推移しました。

商品面においては、６月３日より「トップバリュ セレクト とっておきRESERVE五島塩ローストビーフ/ローストポーク」を、また６月５日より
「トップバリュ グリーンアイ 奄美うまれ生本まぐろ」を発売しました。いずれもご家庭で手軽に本格的な味をお楽しみいただけるこだわり
の逸品としてお客さまからご好評を博し、ローストビーフが発売から１か月で当初計画の２倍となる１５万個の販売実績となりました。

6月度（6/1～6/30） 当期累計（3/1～6/30）

マックスバリュ西日本㈱

 イオンフィナンシャルサービス㈱


